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明
る
い
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
と
も
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ

る
中
央
及
び
地
方
政
府
の
担
当
者
と
の

会
議
（
写
真
1
，
2
）
の
開
催
調
整
、

持
続
的
な
森
林
計
画
の
策
定
に
必
要
な

調
査
（
写
真
3
，
4
）
の
進
捗
管
理
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ニ
ュ
ー
ス
も
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.jica.go.jp/pro

-
ject/vietnam

/058/index.htm
l

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
着
任
し
た
初
め
の
1
か
月
間

は
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
を
強
い
ら
れ
、
そ

の
後
2
か
月
間
は
ハ
ノ
イ
市
が
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
し
、
至
る
所
に
検
問
が
設
け
ら

れ
、
外
出
す
る
こ
と
が
悪
の
よ
う
な
本

当
に
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

5
か
月
間
単
身
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
11
月
か
ら
は
渡
航
し
た
家
族
と
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ハ
ノ
イ
市
は

日
本
食
の
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

家
具
な
ど
の
木
材
製
品
と
、
木
材
産
業

は
国
の
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
天
然
林
を
利
用
で
き
ず
、
短

伐
期
を
繰
り
返
す
人
工
林
資
源
し
か
な

い
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
家
具
の
輸
出

が
盛
ん
な
の
は
、
小
径
木
の
加
工
技
術

が
高
い
こ
と
と
、
原
木
の
多
く
を
外
国

か
ら
輸
入
し
て
い
る
た
め
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
安
価
な
輸
入
原
木
に
は
、

違
法
伐
採
木
材
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
り
、（
ベ
ト
ナ
ム
も
輸
入
原
木

の
合
法
性
確
認
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
の
）
国
際
市
場
が
求
め
る
合
法
性
の

確
認
さ
れ
た
木
材
製
品
を
安
定
し
て
輸

出
し
続
け
る
た
め
に
は
、
原
木
を
輸
入

材
に
依
存
せ
ず
国
内
の
森
林
資
源
を
も

っ
と
利
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
政

府
の
要
請
を
受
け
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
森
林
の
質
的
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、「
持
続
的
自
然
資
源
管
理

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
2
（
Ｓ

Ｎ
Ｒ
Ｍ
２
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。Ｓ

Ｎ
Ｒ
Ｍ
２
の
活
動
内
容
は
、
中
央
政
府

に
対
す
る
森
林
政
策
等
の
指
導
と
、
地

方
4
省
へ
の
持
続
的
森
林
管
理
へ
の
支

援
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
地

方
政
府
へ
の
支
援
を
行
う
長
期
専
門
家

と
し
て
2
0
2
1
年
6
月
か
ら
派
遣
さ

れ
て
お
り
、
当
地
の
森
林
計
画
制
度
に

ベ
ト
ナ
ム
で
の
森
林
・
林
業
分
野
の
　  

J
I
C
A 

の
取
り
組
み

ベ
ト
ナ
ム
で
の
森
林
・
林
業
分
野
の
　  

J
I
C
A 

の
取
り
組
み

海
外・現
場
最
前
線
か
ら
の
お
便
り

国際協力機構（ＪＩＣＡ）　
ベトナム・持続的自然資源管理強化
プロジェクトフェーズ2長期派遣専門家
矢野　宣和

シリーズ

海
外
で
活
躍
す
る
林
野
庁
職
員
の
近
況
を

シ
リ
ー
ズ
で
報
告
し
ま
す

私
の
任
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

1
9
4
3
年
に
43
％
で
あ
っ
た
森
林
率

が
戦
争
、
戦
後
復
興
資
材
の
供
給
の
た

め
の
過
剰
伐
採
、
農
地
へ
の
転
換
等
に

よ
り
1
9
9
0
年
に
は
27
％
ま
で
低
下

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
や
国
際
社

会
の
支
援
に
よ
る
植
林
等
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
に
は
42
％
に
回
復
し
ま
し

た
。
人
工
林
面
積
の
増
加
が
森
林
率
の

上
昇
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
貴
重
な
生

態
系
を
有
す
る
天
然
林
は
依
然
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
2
0
1
4
年
に
は
天

然
林
の
伐
採
は
原
則
禁
止
さ
れ
、
量
か

ら
質
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
の
木
材
等
の
林
産
物
輸

出
額
は
推
定
1
4
2
億
ド
ル
（
日
本
の

約
50
倍
）
で
、
う
ち
1
0
0
億
ド
ル
は

地方政府とのプロジェクト運営委員会1写真2 年次総会でプロジェクトの進捗状況を説明写真

外
国
人
向
け
の
病
院
も
多
く
、
配
車
ア

プ
リ
を
使
え
ば
タ
ク
シ
ー
で
気
軽
に
移

動
で
き
ま
す
。
何
よ
り
も
治
安
が
良
い

の
で
と
て
も
住
み
や
す
い
街
で
す
（
写

真
7
）。

住
居
か
ら
職
場
ま
で
は
自
転
車
で
片

道
15
分
か
け
て
通
勤
し
て
い
ま
す
（
写

真
8
）。
雨
の
日
は
（
ポ
ン
チ
ョ
姿
で
）

渋
滞
す
る
車
を
横
目
に
走
り
抜
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
残
り
の
任
期
は
短
い

の
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
東
南
ア
ジ
ア

の
熱
気
、
活
気
や
生
ラ
イ
チ
を
少
し
で

も
体
に
蓄
え
て
、
公
私
と
も
に
ベ
ト
ナ

ム
で
し
か
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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